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今号の表紙
　春日北小学校の5年生84人が、自然体験教室の一環として、三

みず ま
潴郡大

おお き
木町が主催する「子ども滞在

型農村体験交流事業」に参加。10月14日から２泊3日で同町の家庭に民泊し、家庭ごとに野菜の収穫
やクリークでのヒシの実採りなどを体験しまた。15日には、同小児童が田植えをし、地元の農家が
アイガモ農法で育てたお米を、同小と同町の児童や園児たちが一緒になって稲刈りしました。
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　平成27年６月、公職選挙法等
の一部を改正する法律が成立、公
布（平成28年６月19日施行）さ
れ、選挙権を有する年齢が18歳
以上に引き下げられることになり
ました。
　これまで以上に、子ども・若者
が社会の一員として自立し、主体
的に活躍できるように、家庭・学
校・地域社会が連携して共に育ん
でいくことが求められています。
　子ども・若者の社会的自立には、
同世代に限らず、多様な人間関係
を経験する中で、主体性や協調性
を育む活動の機会が必要です。今
回は、子ども・若者が主体的に社
会参加する事例を紹介します。

春日南小学校区アンビシャス広場（ちくし台公民館会場）

　ちくし台公民館では、第２・４土曜日に小学生を対象とした寺子屋
を行っています。
　中高生・大学生ボランティアが、異年齢間での交流を図りながら、
小学生の家庭学習を支援しています。
　また、春日東中学校ボランティア部は、寺子屋の活動に限らず、自
治会行事にも積極的に参加し、若者の社会参加のきっかけになってい
ます。

春日西中学校「星
せいうんじゅく
雲塾」

　春日西中学校では、学校と地域が連携して中学生の学習支援を行う土曜日の学習プログラム「星雲塾」を行っ
ています。
　「星雲塾」には、中学1～3年生までが対象の「土曜星雲塾」と中１ギャッ
プの緩和を目的とした中学1年生が対象の「補充星雲塾」があります。
　教職員ＯＢ・ＯＧなど、さまざまな経験を持つ地域ボランティアが
企画から関わり、生徒一人一人の理解度に合わせて指導しています。
　また、同中学校を卒業した大学生や他の地域の学生ボランティアも
指導者として参加し、生徒の学力向上だけでなく、地域の人々とのつ
ながりも深まっています。

問い合わせ先　社会教育課社会教育担当　☎（575）4121　F（593）7380

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です
〜いのち輝く みんなの未来〜

なんちゅうカレッジ「おもしろサイエンス」
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春日南中学校「なんちゅうカレッジ」

　春日南中学校では、年に10回、主に地域住民が特技や専門性を生かして講師を務め、中学１、２年生と申し
込みをした地域の人や小学生が一緒に学ぶ「なんちゅうカレッジ」を、土曜日の午前中に開講しています。
　「なんちゅうカレッジ」では、多彩な全28講座（囲碁・将棋、三味線、お
もしろ法律など）を開設し、中には大学院生が中学生に楽しく理科を教え
る「おもしろサイエンス」もあります。
　中学生は、地域の人々と触れ合いながら主体性や協調性を育み、14年
目を迎える現在では、なんちゅうカレッジで学んだ中学生が大人になっ
て参加する姿も見ることができます。

　「新成人による新成人のための成人式」を目指し、毎年新成人を
中心とした成人式実行委員による企画運営を行っています。
　成人を期に、これまで歩んできた道のりを振り返るとともに、
これからの自らの生き方を考える機会となっています。
　また、成人式実行委員会への参加は、若者の社会参画につなが
るきっかけにもなっています。

　ゆめ企画実行委員会（市民団体）が市内の小学４～６年生を対象に
実施している野外体験事業では、成人式実行委員会のＯＢ・ＯＧが
スタッフの中心となり、事前の企画会議や準備、当日の子どもたち
の指導・見守りをしています。
　子どもたちが活動を通して成長していく姿を目の当たりにして、
スタッフ自身も、共に自主性や協調性を身に付け成長しています。
　また、若者スタッフが子どもたちにとっての身近な将来目標像に
なり、未来の若者を育んでいます。

※市内のアンビシャス広場などで、小中学生の学習支援や遊びの見守りをする学生ボランティア（中学生を除く15～25歳）
を随時募集しています。詳しくは、社会教育課に問い合わせてください。

成人式実行委員会

かすが夢
ゆめはぐく
育みキャンプ

経
験
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
す
が
夢
育
み
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北き
た
が
わ川　
諒り
ょ
うさ
ん

　
私
は
、か
す
が
夢
育
み
キ
ャ
ン
プ
に
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
２
年
連
続
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
関
わ
る
こ
と
の

な
い
他
校
の
子
ど
も
同
士
や
10
歳
以
上
年

齢
が
離
れ
た
私
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

日
常
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
困
難
な
体
験

の
中
で
、
失
敗
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

課
題
解
決
の
方
法
を
み
ん
な
で
導
き
出
し
、

喜
び
や
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
で
協
調
性

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
私
自
身
、
六
中
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
成
人
式

実
行
委
員
会
、そ
の
後
か
す
が
夢
育
み
キ
ャ

ン
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
す

る
中
で
身
に
付
け
た
協
調
性
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
大
変
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

そ
こ
で
知
り
合
っ
た
多
く
の
友
達
や
先
輩

た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
、
私
に
と
っ
て
の

財
産
で
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
育
っ
た
か
ら

こ
そ
、
次
は
自
分
が
地
域
に
貢
献
す
る
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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国
保
会
計
決
算
状
況

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
国
保
会
計
）と
は
、市
の
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）の
加
入
者
の
医
療
費
な
ど
を
支
払
う
た
め
の
市
の
特
別
会
計
で
す
。

 

平
成
26
年
度
決
算

　

平
成
26
年
度
の
市
国
保
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
１
１
０
億
８
６
０
３
万
円
、
歳
出

１
０
４
億
５
２
７
２
万
円
で
、
形
式
収
支
で

は
６
億
３
３
３
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
補ほ

填て
ん

額

５
億
３
０
２
３
万
円（
１
人
当
た
り
２
万
４ 

７
５
円
）と
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
２
億 

９
７
２
５
万
円
を
差
し
引
く
と
、
単
年
度
で

は
１
億
９
４
１
７
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
前
年
度
の
赤
字
額
４
億
７
４
１
０
万
円
に

比
べ
る
と
、
赤
字
額
が
約
２
億
８
０
０
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に

比
べ
て
、
国
・
県
な
ど
か
ら
の
市
国
保
へ
の

支
出
金
が
約
８
０
０
０
万
円
増
加
し
た
の
に

対
し
、
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ
た
保
険
給

付
費（
医
療
費
）が
約
１
億
２
０
０
０
万
円
減

少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
一
方
で
、
加
入
者
１
人
当
た
り
の
状
況
を

見
る
と
、
平
均
保
険
税
課
税
額
が
対
前
年
度

比
で
１・
４
％
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
平

均
医
療
費（
10
割
分
）は
対
前
年
度
比
で
０
・

６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
均
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
５
年
間
で
約
２
万
７
０
０
０
円
も
増
え

て
い
ま
す
。年度 形式収支額

Ａ
一般会計補填額

Ｂ
前年度繰越金

Ｃ
実質収支額
Ａ－Ｂ－Ｃ

平成22 4億4512万円 3億3248万円 2億9355万円 -1億8091万円

平成23 4億4524万円 3億  729万円 4億4512万円 -3億  717万円

平成24 5億  155万円 4億8282万円 4億4524万円 -4億2651万円

平成25 2億9725万円 2億6980万円 5億  155万円 -4億7410万円

平成26 6億3331万円 5億3023万円 2億9725万円 -1億9417万円

■実質収支の状況

0
5

10
15
20
25
30
35

6万2644円 6万1693円 6万2054円 6万2341円

（万円） 保険税課税額医療費

平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度平成22年度

（ ）は対前年度比の伸び率

29万30円 29万4766円 30万4142円 31万4952円（1.6％増） （3.2％増） （3.6％増）

（1.5％減） （0.6％増） （0.5％増）

31万6793円
（0.6％増）

6万1470円
（1.4％減）

（1.4％増）

（5.3％減）

■1人当たり医療費（10割分）および1人当たり保険税（医療分のみの）状況

問い合わせ先
国保年金課

国保担当（市役所1階）
☎（584）1111（代表）
F（584）1141

 

財
源
不
足
へ
の
対
応

　
市
町
村
国
保
加
入
者
は
、
退
職
や
失
業
な

ど
で
所
得
が
減
少
し
た
人
が
多
く
、
市
国
保

で
は
加
入
世
帯
の
う
ち
約
５５
％
が「
保
険
税

軽
減
対
象
世
帯
」で
す
。

　
一
方
、
医
療
費
は
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
増

加
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
高
齢
者
の
加
入

割
合
が
多
い
市
町
村
国
保
は
、
当
然
医
療
費

の
負
担
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
市
国
保
は
財
源
不
足
が
続
い
て
お
り
、
毎

年
、
一
般
会
計
か
ら
財
源
不
足
分
を
補
填
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
額
は
、
こ
こ
５
年

間
だ
け
で
も
累
計
約
19
億
円
に
上
り
、
一
般

会
計
自
体
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

 

安
定
し
た
国
保
運
営
へ

 

ご
協
力
を

　
現
在
、
40
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
、

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す（
今
号

８
ペ
ー
ジ
参
照
）。
積
極
的
に
受
診
し
て
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

を
保
つ
こ
と
で
、
医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　
国
保
事
業
の
安
定
し
た

運
営
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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12
月
は
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
で
す

　
市
は
、
こ
の
強
化
月
間
中
、
県
や
県
内
市
町
村
と
連
携
し
、
滞
納
者

に
対
す
る
催
告
の
強
化
や
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
税
金
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

税
金
は
、
納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

①督促

②財産調査

③捜索
差し押さえ

④換価

■差し押さえ件数の推移

滞納処分の流れ

春
日
市
の
現
状

　

市
で
は
、
税
金
の
滞
納
を
解
消
す
る
た
め

に
、
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
差
し
押

さ
え
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

26
年
度
に
は
、
約
１
５
０
０
件
の
差
し
押
さ

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
12
月
は
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間

と
し
て
、
滞
納
処
分
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

（左）滞納者の自宅などを捜索する様子
（右）差し押さえた自動車やバイクなどを動かせないようにするタイヤロック

滞
納
処
分

　
市
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

な
い
と
き
に
は
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　
督
促
状
発
送
後
10
日
を
過
ぎ
て
も
納
付
や

相
談
が
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査
や
滞
納
者

宅
の
捜
索
を
行
い
、
債
権
や
自
動
車
、
土
地

な
ど
の
不
動
産
、
テ
レ
ビ
や
娯
楽
品
な
ど
の

動
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
や
動
産
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
や
公
売
会
な
ど
を
通
じ
て

売
却（
換
価
）し
、
滞
納
市
税
に
充
て
ま
す
。

　
納
期
内
に
税
を
納
め
た
人
と
の
税
の
公
平

性
を
守
る
た
め
に
、
市
は
今
後
も
、
滞
納
処

分
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

0
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1600

平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

差押件数（件）

971

1115

1373

1492

問い合わせ先　納税課納税推進担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

　やむを得ない事情で納付が困難な場合は、早めに相談してください。
　市は、毎月1日（1日が閉庁日の場合は翌開庁日）に、金銭的問題で納税が困難
な人を対象としたファイナンシャルプランナー（家計の相談家）による相談も
行っています。詳しくは、納税課（市役所1階）に問い合わせてください。
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１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）12
月
９
日
、

国
連
総
会
で「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
12
月
３

日
か
ら
９
日
ま
で
を｢

障
害
者
週
間｣

と
定

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
市
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
障
が
い
者

福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者

が
社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
市
内
街
頭
啓
発（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発

物
品
の
配
布
）

日
時　
12
月
３
日
㈭

午
前
７
時
30
分
〜
８
時（
予
定
）

場
所　
西
鉄
春
日
原
駅
、
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
・

大
野
城
駅　
　

○
障
害
者
週
間
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
学
ぼ
う
！

防
災
運
動
会
」

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
楽
し

く
一
緒
に
参
加
で
き
る
運
動
会
形
式
の
防

災
訓
練
で
す
。
同
運
動
会
の
説
明
と
防
災

に
つ
い
て
の
講
演
後
、
チ
ー
ム
を
１
つ
の

避
難
所
と
考
え
、
助
け
合
い
な
が
ら
競
技

を
行
い
ま
す（
大
声
競
争
・
応
急
担
架
リ

レ
ー
な
ど
予
定
）。
障
が
い
の
あ
る
人
の

防
災
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す（
見
学
可
）。

日
時　
12
月
５
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
開
場
：

午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
者
と
要
約
筆
記
者
を
配
置
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
他
に
支
援
が
必
要

な
人
は
、
申
し
込
み
の
と
き
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
む
か
、
チ
ラ
シ
の
裏
の
申
込
書

に
記
入
し
て
窓
口
に
提
出
す
る

※
チ
ラ
シ
は
、
福
祉
支
援
課
窓
口（
市
役

所
１
階
）に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
障

が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

○
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
主
催
）

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
と
、

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。

　
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時（
予

定
）

場
所　

大
谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
大
谷

４
ー
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

12月３日〜９日は「障害者週間」です
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111（代表）　F（584）3090

こ
の
調
査
は
、
学
習
の
定
着
状
況

を
調
査
し
学
力
向
上
に
役
立
て

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
小
学
５
年
生
と

中
学
２
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
６
月
23
日
に
行
わ
れ
た
同
調
査

の
市
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
２
科

目
と
も
、
県
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
各
学
校
は
、
毎
年
度
、
学
力
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

平成27年度福岡県学力調査　市の結果公表
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1153

小学校5年生 中学校2年生
国語 算数 国語 数学

春日市 63.6 71.8 73 60.5

福岡県 60.2 65.7 67.4 54.6

県との差 3.4 6.1 5.6 5.9

■平成27年度県学力調査　市の結果

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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相談してください
生活の不安や心配など

　失業や不安定な収入、借金などのさまざまな
理由で経済的に困っている人や、生活上の悩み
を抱えている人を対象に、市は、生活の安定を
目指すための相談・支援窓口を開設しています。
　一人で悩まず、まずは気軽に相談してくださ
い。
相談日程　月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）
相談時間　午前8時30分〜午後5時
相談場所　福祉計画課地域福祉担当（市役所2階）
問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当

☎（584）1111（代表）　F（584）1142

８
月
に
行
っ
た
、
建
設
工
事
の
入
札
結
果
２
件（
契

約
金
額
５
０
０
０
万
円
以
上
）を
報
告
し
ま
す
。

○
若
草
市
営
住
宅
Ｂ
棟
建
設
工
事（
電
気
設
備
工
事
）

工
事
期
間　
８
月
13
日
〜
平
成
28
年
９
月
30
日

契
約
金
額　
６
７
９
６
万
４
４
０
０
円

工
事
業
者　
三
交
・
内
田
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体

○
小
倉
第
２
雨
水
貯
留
施
設
駐
車
場
再
整
備
工
事

工
事
期
間　
８
月
18
日
〜
平
成
28
年
３
月
25
日

契
約
金
額　
５
９
０
７
万
６
０
０
０
円

工
事
業
者　
三
井
住
建
道
路
株
式
会
社
九
州
支
店

市発注の建設工事入札結果
財政課 契約担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1145

年金の日・ねんきんネット
　1

いい
1月3

みらい
0日は「年金の日」です。年金記録や将来の年

金受給見込み額を確認し、未来の生活設計について
考えてみませんか。
　「ねんきんネット」とは、インターネット上でねん
きん情報を随意に確認できるサービスです。ＩＤと
パスワードを設定すると、パソコンやスマートホン
で、加入状況などの最新の年金記録を確認すること
ができます。
　また、将来の年金受給見込み額について、自分の
年金記録を基にさまざまな想定の試算をすることも

できます。
　「ねんきんネット」については、ウェブサイト

（http://www.nenkin.go.jp/n_net/index.html）で確
認するか、問い合わせてください。　
問い合わせ先　
▷南福岡年金事務所

☎（552）6128
F（541）7649

▷日本年金機構本部広報室
☎03（5344）1100（代表）

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
や
目
標

を
定
め
た
第
５
次
春
日
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画（
計
画
期
間
：
平
成
28

年
〜
32
年
）の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
後

期
基
本
計
画
の
原
案
を
公
表
し
意
見
を
募

集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
表
期
間　
11
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

計
画
案
公
表
場
所　
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）、
行
政
管
理
課

窓
口（
市
役
所
５
階
）、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
kasuga.fukuoka.jp/

）

意
見
提
出
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

（
必
着
）に
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所（
ま
た
は
通
勤
、
通
学
先
）、
氏

名（
ま
た
は
団
体
名
）を
記
入
し
送

る
か
、
直
接
窓
口
で
提
出
す
る

※
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
後
期
基
本
計
画

策
定
に
お
け
る
検
討
材
料
と
し
、
原
案

へ
の
反
映
内
容
を
後
日
公
表
す
る
予
定

で
す
。

意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
行
政
管
理 

課
企
画
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
３
３

F（
５
８
４
）１
１
４
５

kikaku@
city.kasuga.fukuoka.

jp

　

第５次春日市総合計画後期基本計画（原案）意見募集
行政管理課 企画担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1145
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第
41
回
春
日
市
走
ろ
う
大
会（
市

体
育
協
会
主
催
）を
開
催
し
ま

す
。

　
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
爽
快
感
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
健
康
状
態
に
問
題
の
な
い
人

日
時　
平
成
28
年
１
月
17
日
㈰

午
前
８
時
〜（
受
付
開
始
）

場
所　

白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０ 

９
）

種
目　

▽
２・２
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
中
学
生
以
上
男

女
）

▽
５
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
男
女
）

▽
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
男
女
）

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
５
周（
中
学
生
以

上
５
〜
10
人
）

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
３
周（
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
部
）

※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
は
、
小
学
生

以
上
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
が
、

チ
ー
ム
の
中
に
20
歳
以
上
の
人
が
１

人
以
上
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
12
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
を
市
体
育
協
会
へ
郵

送
す
る
か
持
参
す
る

※
所
定
の
用
紙
・
開
催
要
項
は
、
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー

24
）、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）、
北
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
昇
町
２
ー
３
）、

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂
川
町

中な
か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー
１
２
０
）、
白
水
大

池
公
園
管
理
棟
か
、
市
体
育
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kasuga-

taikyo.com
/

）で
入
手
で
き
ま
す
。

参
加
費　
１
人
当
た
り
５
０
０
円

※
２・
２
㎞
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
中

学
生
は
無
料
で
す
。

※
参
加
費
は
、
開
催
要
項
に
記
載
し
て

い
る
郵
便
振
替
口
座
へ
払
い
込
む

か
、
市
体
育
協
会
で
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
購
入
希
望
者
は
、
１

枚
１
５
０
０
円
を
参
加
費
と
一
緒
に

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー

24（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

新
館
２
階
））

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

第41回春日市走ろう大会（大人）
スポーツ課 スポーツ担当　☎（571）3234（代表）　F（585）1634

△去年の走ろう大会。リレーマラソン5周の
第一走者

平
成
27
年
度
に
市
国
民
健
康

保
険（
市
国
保
）の
特
定
健

康
診
査
の
受
診
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
対
象
者
の
世
帯
主
に
対
し

て
、
受
診
勧
奨
の
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

○
特
定
健
康
診
査
と
は

　
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る

「
生
活
習
慣
病
」の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
に
、
体
の

異
常
を
見
つ
け
て
生
活
改
善
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康

診
査
で
す
。
40
歳
か
ら
75
歳
ま

で（
今
年
度
到
達
す
る
年
齢
）の

市
国
保
の
被
保
険
者
に
対
し

て
、
来
年
の
２
月
ま
で（
今
年

度
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）実
施
し
て
い
ま
す
。

○
年
に
１
回
は
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
自
分
や
家
族
の
た
め
に
大
切

な
こ
と
で
す
。
１
年
に
１
回
は

必
ず
受
診
し
て
、
健
康
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
病
気
治
療
の
た
め
通

院
中
の
人
も
健
診
の
対
象
で

す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
相

談
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
紛

失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
し

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

特定健康診査受診勧奨通知を送付します
国保年金課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

特定健康診査
情報提供会

　医療機関への通院や職場の健診を受
けたなどで、市国保の特定健康診査を
受診しない人を対象に、生活習慣病予
防の支援を行うため、医療機関などで
の血液検査の結果を提供してもらう情
報提供会を行っています。
　詳しくは、市健康課に問い合わせて
ください。
問い合わせ先　健康課保健指導担当

☎（501）1134
F（501）0051
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平
成
28
年
度
中
に
、
市
内
の
認

可
保
育
所（
園
）に
入
所
を
希

望
す
る
人
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
、
保
護
者
の

仕
事
や
病
気
な
ど
の
理
由

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
受
け

ら
れ
な
い
生
後
51
日（
岡
本

保
育
所
で
は
生
後
３
カ
月
）

以
上
の
未
就
学
児

受
付
期
間　
12
月
17
日
㈭
〜
平
成
28

年
１
月
８
日
㈮（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

※
受
付
審
査
に
約
15
〜
30
分
掛
か
り

ま
す
。

受
付
場
所　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担

当（
市
役
所
２
階
）

※
簡
単
な
面
接
が
あ
る
の
で
、
入
所

を
希
望
す
る
子
ど
も
と
一
緒
に
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
12
月
1
日
㈫
以
降
、
こ

ど
も
未
来
課
、
各
保
育
所

（
園
）で
配
布
す
る
申
込
書

（
平
成
28
年
度
保
育
ガ
イ
ド

に
添
付
）に
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
す
る

※
申
し
込
み
の
前
に
、
入
所
希
望
の

保
育
所（
園
）の
見
学
が
必
要
で

す
。
電
話
で
保
育
所（
園
）に
予
約

し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
訪
問
・
見

学
を
し
て
、
見
学
済
証
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い（
12
月
1
日
㈫
以
降

の
平
成
28
年
度
見
学
済
証
の
み
有

効
）。

※
職
場
復
帰
な
ど
で
平
成
28
年
度
の

途
中
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合

や
、
現
在
申
し
込
み
中
で
平
成
28

年
度
も
入
所
を
希
望
す
る
場
合

も
、
こ
の
期
間
に
必
ず
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
現
在
入
所
中
の
保
育
所（
園
）に
継

続
し
て
入
所
を
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
中
の
施
設
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保育所（園）名 所在地 電話番号

①昇町保育所 昇町3ｰ159 （571）1915
F（571）1935

②須玖保育所 須玖南2ｰ120 （501）3090
F（501）3093

③春日原保育所 春日原北町1ｰ3ｰ
2

（571）0153
F（571）0154

④岡本保育所 岡本1ｰ89 （591）3617
F（591）3629

⑤大和保育所 大和町1ｰ4ｰ1 （571）3267
F（571）3339

⑥白水保育所 下白水南3ｰ68 （582）2657
F（586）0660

⑦若竹保育園 桜ヶ丘4ｰ6 （591）6023
F（582）7966

⑧春日中央保育園 昇町6ｰ114 （581）8640
F（584）0304

⑨あいあい保育園 白水ヶ丘1ｰ12ｰ
3

（915）7555
F（915）7557

⑩まみぃ保育園 大土居1ｰ97ｰ2 （588）7300
F（581）1688

⑪春日やよい保育
園（旧かすが愛
育センター）

弥生2ｰ43 （582）7595
F（558）0075

白水児童
センター
白水児童
センター

春日やよい
保育園

①

②
③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

④

平成28年度保育所（園）の入所受け付けが始まります
こども未来課 保育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

熱戦を繰り広げた

スポーツフェスタ（大会結果）

（7月18日）
○小学校長縄跳び大会

▷4年生　白水小 スマイル4 ｰ 3
▷5年生　天小はだしファイターズ
▷6年生　天小ジャンピング
▷総合表彰　天神山小学校

（９月13、21日）
○中学生ソフトテニス大会

▷1年男子の部　森
も り た

田・駒
こまむら

村
▷1年女子の部Ａパート　里

さと
・諏
す わ

訪
▷1年女子の部Ｂパート　中

なかむら
村・山

やまさき
﨑

▷1年女子の部Ｃパート　小
お の

野・淵
ふちもと

本
▷2年男子の部Ａパート　石

いしばし
橋・髙

たかはし
橋

▷2年男子の部Ｂパート　成
なりしげ

重・大
おおぐし

串
▷2年女子の部　小

こ み や
宮・東

あずま

（９月27日）
○自治会対抗ゲートボール大会

▷一般の部　大谷地区自治会
▷世代間交流の部　惣利地区自治会

○自治会対抗グラウンド・ゴルフ
大会
惣利地区自治会Ａチーム
○アジャタ（玉入れ）大会

▷小学生の部　ばるっ子女子
▷ミックスの部　やよいの里
▷大人の部　結果にコミット!!春

日小と愉快な仲間たち
○自治会対抗ビーチボールバレー大会

▷女性の部　春日地区自治会
▷混合の部（エキスパート）　ちく

し台地区自治会
▷混合の部（フレッシュ）　大谷地

区自治会
（10月4日）
○子ども会対抗綱引大会

▷低学年の部　松ヶ丘子ども会Ａ 
松星Ⅲ

▷高学年の部　サン・ビオ子ども

会・日の出町子ども会 日の出っ
子Bチーム

▷一般の部　福岡女学院大学
○子ども会対抗ドッジボール大会

▷男子の部　春日公園地区子ども
会Ａ

▷混合の部　天神山地区自治会子
ども部

▷女子の部　春日原南地区子ども会
○相撲大会

▷団体　春日野ライオンズ
▷個人

１年生　平
ひ ら た

田紋
あ や と

途
２年生　中

なかがわ
川誠

せ い た
多

３年生　真
ま え き

栄城隼
は や と

人
４年生　稲

いながき
垣圭
けいすけ

亮　
５年生　隈

くまもと
本海
かいせい

青
６年生　隈

くまもと
本桜

お う た
太

子
ど
も
会
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　7 月 18 日から 10 月 4 日にかけて行われたスポーツフェスタの、各
競技の大会結果をお知らせします。
種目・優勝団体（または個人（敬称略））

　　　

　秋晴れに恵まれた 10 月 18 日、市役所の庁舎内外で春日市環境フェアが開催

されました。

　庁舎内には、環境への取り組みを紹介するパネル展示、クイズラリー、工作、

手作り品の出品などがあり、庁舎外ではガレージセールが行われ、多くの家族連

れでにぎわっていました。

　県から任命されている地球温暖化防止活動推進員の人は「今日の展示をきっかけに環境について関心を持ち、温暖

化防止に努めてもらえたらうれしい」と話していました。

　エアコンの温度を 1 度下げる、エコバッグを持って買い物に行く、生ごみを肥料に野菜を作るなど、今一度、私

たちにできることを考えさせられるフェアでした。　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　牟
む た

田ひろみ）

春日市環境フェア

△ごみの積み込み体験をする親子

10市 報 か す が
平成27年11月15日



中区木工クラブ・つくし木工倶楽部代表

木工品贈呈
　飲料メーカーが募集した俳句大賞で、最高賞の文部
科学大臣賞を受賞した井

いのうえ
上まいさん（春日原小 3 年）

の俳句（市報かすが平成
27 年 8 月 1 日号に掲載）
に感銘を受け、大野城市
在住の鶴

つ る た
田哲

てつ
巳
み

さん（中
区木工クラブ・つくし木
工倶楽部代表）が、自作
の木工品を贈呈しまし
た。 △木工品をもらいうれしそう

な井上さん（左）と鶴田さん

あんどんの明かりにうっとりと

春日奴国あんどん祭り
　10 月 17、18 日、春日公園で第 39 回春日奴国あんどん祭りが行
われ、2 日間で約 8 万人が来場しました。
　祭りは、1 万個を超えるあんどんの点灯で開幕。多くのあんどん
に囲まれる中、オカリナ奏者の和

わ だ
田名

な お こ
保子さんが、春日市のために

作曲した曲「風
ふうもん

紋」を演奏すると、会場は幻想的な雰囲気に。続けて、
弾き語りや楽器演奏などの市民ライブが行われ、しっとりとした雰
囲気の中、多くの来場者が耳を傾けました。
　展示会場には、市内の幼稚園や小中学校の児童や生徒のあんどん
やあんどんコンテスト応募作品などが多く飾られ、来場者たちはそ
の美しさに見入っていました。
　18 日は、第 24 回春日市商工展も開催。市民が練習を重ねてきた演奏や演技を披露する市民芸能ステージや市民
ライブなども行われ、大いに盛り上がった 2 日間となりました。

●手作りあんどんアートコンテスト受賞者
　市民などが応募した手作りあんどんの受賞者をお知らせし

ます（敬称略）。

一般の部

▷最優秀賞　基
も と だ
田一

か ず み
心

▷優秀賞　村
むらやま
山敏

としひで
英、森

も り た
田紘

ひろあき
章

▷佳作　北
きたむら
村豪

た か し
司

子どもの部

▷春日市長賞　佐
さ さ き
々木健

け ん た ろ う
太朗

▷春日市議会議長賞　金
かなまる
丸琉

りゅうせい
清

▷春日市教育長賞　佐
さ さ き
々木康

こうへい
平 最優秀賞

春日市長賞

春日市教育長賞

公益社団法人筑紫法人会

屋外掲示板を寄贈
　（公社）筑紫法人会が、10 月 15 日に夜須高原カント
リークラブで行った、チャリティーゴルフの益金で購入
した屋外掲示板を、春日まちづくり支援センター・ぶど
うの庭に寄贈しました。
　寄贈を受け、同セン
ター理事長の長

な が の
野　彰

あきら

さんは「さっそく活用
しています。ありがと
うございます」と感謝
を述べました。

△寄贈を受けた屋外掲示板の前で。
長野理事長（左）と筑紫法人会会
長の山近（やまちか）さん

1
23

1 春日市商工展
2市民芸能ステージ
3あんどん

春日市議会議長賞

市 報 か す が
平成27年11月15日11
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イ
ベ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
１
３
回
定
期
演
奏
会

　
大
学
と
地
域
の
人
た
ち
で
作
る
、
精

華
女
子
短
期
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
で
す
。

日
時　
11
月
23
日
㈪
・
㈷

午
後
２
時（
開
場
：
午
後
１
時
）

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）

曲
目　
交
響
詩「
中
央
ア
ジ
ア
の
草
原

に
て
」（
ボ
ロ
デ
ィ
ン
）、
バ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
二
長
調
、
交
響

曲
第
５
番
ホ
短
調（
以
上
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
）

入
場
料　

１
０
０
０
円（
当
日
同
額
、

小
学
生
以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事

務
局

☎（
５
９
１
）６
３
３
１（
代
表
）

F（
５
９
２
）３
５
９
１

info@
seika.ac.jp

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

手
作
り
の
し
め
飾
り
で
お
正
月
を

　
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
し
め
飾
り

を
作
り
ま
す
。
親
子
で
し
め
飾
り
作
り

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
19
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
は
さ
み

申
込
方
法　
11
月
19
日
㈭
〜
12
月
18
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

健　

康

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。
体
力
に
合
わ

せ
て
７
㎞
と
４・
５
㎞
の
２
つ
の
コ
ー

ス
が
選
べ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
12
月
２
日
㈬（
小
雨
決
行
、
大

雨
中
止
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
筒
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴

※
集
合
場
所
は
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２

階（
昇
町
１
ー
１
２
０
）で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
、
子
ど
も
の
食
事
が

気
に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る

悩
み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
程　
11
月
24
日
㈫
、
12
月
8
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
生
後
２
カ
月
か
ら

６
カ
月（
６
〜
９
月
生
ま
れ
）の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け

デ
ビ
ュ
ー
や
、
友
達
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
ま
す（
父
親
の
参
加
可
）。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

日
程　
12
月
４
日
㈮
、
８
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

申
込
方
法　

11
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp福　

祉

来
て
み
ま
せ
ん
か

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
〜
あ
そ
び
と
し
ゃ
べ
り
処
〜

　
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
一
緒
に
過
ご
せ
る

所
で
す
。

　
家
族
が
離
れ
て
い
る
の
で
話
し
相
手

が
欲
し
い
、
小
物
作
り
や
絵
手
紙
な
ど

の
趣
味
が
し
た
い
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が

話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
手
伝
っ
た
り

し
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
や
介
護
の
悩
み
に
は
、

介
護
福
祉
士
や
ヘ
ル
パ
ー
、
保
育
士
な

ど
の
有
資
格
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
考
え

ま
す（
要
予
約
）。

日
程　
毎
週
月
・
水
・
金
・
土
曜
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ（
春
日
３
ー

１
０
１
ー
１
）

※
駐
車
場
は
３
台
分
あ
り
ま
す
。

利
用
料　
１
日
５
０
０
円（
必
要
に
応

じ
て
材
料
費
）

問
い
合
わ
せ
先　
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
代

表　
下し

も
だ田

☎
０
９
０（
５
７
２
６
）２
４
６
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま

れ
た
自
転
車（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家

具（
陶
器
な
ど
を
含
む
約
１
０
０
点
）

を
、
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

を
展
示
し
、
譲
渡
と
自
転
車
の
販
売
を

行
い
ま
す
。

　
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
に
居
住
し

て
い
る
人

期
間　
12
月
１
日
㈫
〜
６
日
㈰（
５
日

㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
し
た
52
円
は
が
き

（
表
面
に
申
込
者
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
、
裏
面
が
無
記
入
で

白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提
出

す
る

※
申
込
書
は
、
期
間
中
同
プ
ラ
ザ
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

▽
自
転
車
や
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な

ど
を
含
む
）の
申
し
込
み
は
、
１
世

帯
で
各
１
点
ま
で
で
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
複
数

は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
、
全
て
無

効
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
１
台
２
５
０
０
円
で
す

（
税
・
防
犯
登
録
料
５
０
０
円
を
含

む
）。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の
当

選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１
年
以

上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
12
月
９
日
㈬

の
午
前
９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
、
抽

選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が
き
で

知
ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、
12
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
取
期
間
厳

守
）。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含
む
）

の
当
選
後
引
き
取
り
が
な
い
場
合
、

そ
の
後
１
年
間
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

生
ご
み
堆
肥
化
で
ご
み
減
量
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
と
生
ご
み
を
分
解
す
る

基
材
を
混
ぜ
る
だ
け
で
、
簡
単
に
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
堆
肥
が
で
き
る「
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、
参
加
者
は
ダ
ン

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、
持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
知
ら
せ
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp

講
演
講
座

か
す
が
人
生
楽が
っ
こ
う校

公
開
講
座「
歴
史
考
座
」

　
９
月
10
日
か
ら
延
期
に
な
っ
た
講
座

を
12
月
に
実
施
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
３
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
春
日
を
支
え
た
女
性
の
歴
史

講
師　
山や

ま
だ田　
稔み
の
るさ
ん（
郷
土
史
家
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
12
月
11
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
市
役
所
４
階
４
０
５・
４
０
６

会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印
鑑

（
用
具
購
入
希
望
者
の
み
）

申
込
方
法　
12
月
７
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、
相
談
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
生
成
中
の

堆
肥
を
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り
程

度
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

廃
油
石
け
ん
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
講
座

　
家
庭
に
あ
る
処
理
に
困
る
廃
油
で
、

石
け
ん
や
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
な

が
ら
、
一
緒
に
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー

24
）

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
16
日
㈪
〜
26
日
㈭

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
、
我
慢

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
暴
力
を
振
る
う
こ
と
は
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
配
偶
者
で

あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
暴
力
は

犯
罪
で
あ
り
、
我
慢
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
警
察
は
、
暴
力
を
受
け
た
人
の
意

思
を
尊
重
し
た
上
で
、
検
挙
や
保
護

な
ど
必
要
な
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）を
受
け
た
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▽
警
察
相
談
専
用
電
話

☎
♯
９
１
１
０

▽
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
ラ
イ
ン（
犯
罪
被

害
者
の
相
談
電
話（
県
警
））

☎（
６
３
２
）７
８
３
０

▽
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
女
性

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問

題
相
談
）

☎（
５
８
４
）１
２
０
２

▽
ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
女
性

に
対
す
る
暴
力
な
ど
の
相
談
）

☎（
５
１
３
）７
３
３
５

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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権
・
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

F（
５
７
３
）５
３
８
０

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

雪
上
安
全
法
講
習（
救
助
員
Ⅰ
養
成
講
習
）

　
雪
上
で
の
思
い
が
け
な
い
事
故
か
ら

自
分
自
身
を
守
り
、
け
が
人
や
急
病
人

を
正
し
く
救
助
し
て
、
医
師
や
救
急
隊

員
な
ど
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
・
応

急
手
当
て
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま

す
。

対
象　
満
18
歳
以
上
で
赤
十
字
救
急
法

救
急
員
の
資
格（
認
定
証
発
行

か
ら
３
年
以
内
）を
有
し
、
一

定
の
ス
キ
ー
技
術
が
あ
る
人

日
時　
12
月
６
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お

楠ぐ
す
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　
７
０
０
円（
教
材
費
、
保
険

料
）

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
救
急

法
講
習
教
本
、
三
角
巾
、
実

技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な

ど
）、
昼
食

申
込
方
法　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
往
復

は
が
き（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.fukuoka.

jrc.or.jp/

）の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
む

※
記
入
内
容
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
か
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
社
同
支
部

事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

男
女
共
同
参
画
講
演
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
学
ぶ

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
人
や
し

て
い
る
人
を
職
場
や
地
域
な
ど
で
見
か

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
や
内
容
に
つ

い
て
学
ぶ
と
共
に
、
対
応
や
解
決
方
法

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

　
手
話
通
訳
、
託
児（
無
料
、
５
カ
月

以
上
の
未
就
学
児
、
先
着
10
人
）も
あ

り
ま
す
。

日
時　
12
月
16
日
㈬

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　
職
場
・
地
域
に
お
け
る
様
々
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
〜
た

だ
の
冗
談
？
い
い
え
、
そ
れ
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
！
〜

講
師　
山や

ま
さ
き﨑
あ
づ
さ
さ
ん（
市
男
女
共

同
参
画
苦
情
処
理
委
員
、
弁
護

士
）　

申
込
方
法　
12
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝

え
る

※
託
児
は
、
12
月
２
日
㈬
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
nasan@

city.kasuga.
fukuoka.jp

木
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

え
と
を
彫
ろ
う
２
０
１
６
猿
猿
猿

　
版
木
に
来
年
の
え
と「
申さ
る
」を
彫
り
ま

す
。
は
が
き
に
刷
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

年
賀
状
に
し
た
り
、
額
に
入
れ
て
飾
っ

た
り
し
て
版
画
の
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
デ
ザ
イ
ン
と
道
具
は
講
師
が
用
意
し

ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

日
時　
12
月
６
日
㈰

▽
午
前
の
部

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
の
部

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習

室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　
吉よ

し
む
ら村 

形け
い
さ
ん（
彫
刻
家
、
ス
タ

福
岡
・
筑
紫
地
域
人
権
啓
発
活
動

活
性
化
事
業「
人
権
週
間
講
演
会
」

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
重

要
な
人
権
に
つ
い
て
、
身
近
に
感
じ
考

え
る
機
会
と
し
て
、
毎
年
、
人
権
講
演

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
手
話
通
訳
、
託
児

（
10
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
）も
あ
り
ま

す
。

※
託
児
は
、
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
人
権
講
演
会

日
時　
12
月
９
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
開
場
：
午
後
６
時
）

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー

ル（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー

３
ー
１
）

内
容

▽
第
１
部　
中
学
生
被
災
地
派
遣
研

修
報
告
会（
発
表
者
：
被
災
地
研

修
に
参
加
し
た
大
野
城
市
内
に
居

住
す
る
中
学
生
）

▽
第
２
部　
人
権
講
演
ラ
イ
ブ「
心

の
握
手
」（
講
師
・
演
奏
：
増ま

す
だ田
太た

郎ろ
う
さ
ん（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
））

○
人
権
パ
ネ
ル
展

　
筑
紫
地
区
の
小
学
校
で
実
施
し
た

人
権
の
花
運
動
の
様
子
を
展
示
し
ま

す
。
市
か
ら
は
、
春
日
小
学
校
が
展

示
し
ま
す
。

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
モ
ー
ル

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
大
野
城

市
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人

ジ
オ
ケ
イ
代
表
）　

参
加
費　
１
８
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定
員　
各
20
人

持
っ
て
く
る
も
の　
軍
手
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参

加
希
望
の
時
間
帯
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
櫟く

ぬ
ぎの
森
美
術

館　
吉よ

し
む
ら村

☎
０
９
０（
３
６
６
９
）０
１
２
３

keiham
m

@
yahoo.co.jp

福
岡
共
同
公
文
書
館

公
開
講
座
参
加
者
募
集

　
明
治
の
廃
藩
置
県
か
ら
平
成
の
大
合

併
ま
で
、
県
の
変
遷
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

福
岡
共
同
公
文
書
館
２
階
研

修
室（
筑
紫
野
市
上か

み
こ
が
古
賀
１
ー

３
ー
１
）

※
無
料
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

内
容　
ふ
る
さ
と
の
結
婚
〜
福
岡
県
内

市
町
村
合
併
史
〜

講
師　
渡わ

た
べ部
邦く
に
あ
き昭
さ
ん（
学
芸
員
主
任

技
師
）

定
員　
80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
か
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kob 

unsyokan.pref.fukuoka.
lg.jp/

）か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館

☎（
９
１
９
）６
１
６
６

F（
９
１
９
）６
１
６
８
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問い合わせ先　環境課
☎（584）1111（代表） F（584）1147

　朝夕の寒さも日に日に増してき
て、これからの季節は暖房器具など
を長時間使用することが多くなると
思います。
　今回は、暖房器具使用前に実践し
てほしい省エネの工夫を紹介します。
ウォームビズ
　冬の省エネ運動として始まった、
低い室温（20度設定）でも快適に過
ごすことができる服装です。重ね着
や厚手の靴下を履くなどの工夫をし
てみましょう。特に手先、足先など
の末端部分、首、腰回りなどを重点
的に温めることで大きな効果があり
ます。
ウォームシェア
　それぞれが個別に暖房器具を使う
のではなく、１つの部屋や場所に集
まってエネルギー消費を減らす運動
です。家庭では、みんなで一カ所に
集まり鍋を食べることでエネルギー
消費を減らすことができ、さらには
コミュニケーションも深まります。
また、旬の野菜や、体を温める効果
のあるダイコンやニンジンなどの根
菜類を食べると、さらに効果的です。
風呂
　寒くなると風呂の温度を高く設定
してしまいがちです。熱い風呂に入
ると体の表面温度はすぐに上がりま
すが、その時点では体の芯までは十
分に温まっていません。お湯の温度
は、ぬるいと感じるぐらいの38〜
39度前後にして、半身浴で少し長
めに浸かると、新陳代謝が高まり、
体の芯から温まることができます。
　また、洗面器などに42度ぐらい
のお湯を入れ、足湯を20分程行う
のも効果的です。血行が良くなり、
体全体が温まります。

募　

集

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ｉイ
ンｎ
社
協

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
支
え

合
い
活
動（
安
心
生
活
創
造
事
業
）の
推

進
に
役
立
て
る
た
め
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
食
品
バ
ザ
ー
や
、
子
ど
も
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
安
く
、賢
く
、

掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
11
月
29
日
㈰（
雨
天
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会
地
域
福
祉

課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

ナ
ギ
の
木
苑

教
室
・
大
会
参
加
者
募
集

　
ナ
ギ
の
木
苑
は
、
高
齢
者
の
健
康
や

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
）

○
い
ち
か
ら
作
る
布
ぞ
う
り
教
室

　

初
心
者
で
も
作
り
や
す
い
綿
の

シ
ー
ツ
を
使
っ
て
、
布
を
裂
く
と
こ

ろ
か
ら
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程　
11
月
25
日
、
12
月
９
日
の
水

曜
日（
全
２
回
）

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費（
材
料
費
）　
２
０
０
円

※
施
設
利
用
料
が
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
11
月
13
日
㈮
以
降
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓

口
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

○
演
芸
大
会
出
演
者
募
集

　
舞
踊
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、カ
ラ
オ
ケ
、

手
品
な
ど
の
特
技
が
あ
る
人
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
し
て
み
ま
せ
ん
か（
出
演
は
個
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）。

日
程　
12
月
16
日
㈬
、
17
日
㈭

時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

定
員　
各
30
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
25
日
㈬
以
降
、
直

接
窓
口
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
同
苑

※
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.kas 
uga.fukuoka.jp/fukushi/
kourei/ikigai/naginoki.htm

l

）

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

た
の
し
み
隊

サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る

　
サ
ン
タ
の
衣
装
を
着
た
た
の
し
み
隊

の
隊
員
が
、
事
前
に
各
家
庭
か
ら
預

か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
無
料
で
子
ど

も
た
ち
に
届
け
ま
す
。

対
象　
未
就
学
児
が
い
る
家
庭（
き
ょ

う
だ
い
児
も
可
）

訪
問
日
時　
12
月
23
日
㈬
・
㈷

午
後
６
時
〜
８
時

定
員　
30
世
帯（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
当
選
し
た
世
帯
に
は
、
後
日
自
宅
に

説
明
に
行
き
ま
す
。

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈪（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
全
員
分
の

名
前
・
年
齢
を
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
隊「
カ
ム

　

イ
ン　

サ
ン
タ
」（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
３
ー
１
０
１
か

す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

tanoshim
itaikasugacity@

gm
ail.com
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食のワンポイント
　

糖
尿
病
の
原
因
は
大
き
く
分
け
る

と
２
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▽
１
型
糖
尿
病
：
イ
ン
ス
リ
ン
を
作

る
す
い
臓
の
細
胞
が
壊
さ
れ
イ
ン
ス

リ
ン
が
作
ら
れ
な
く
な
り
、
糖
尿

病
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
や
若
年

者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

▽
２
型
糖
尿
病
：
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
の
減
少
や
、
働
き
が
悪
く
な
る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
主
に
中
高

年
以
降
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
若
年

者
の
発
症
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
成
人
の
約
５
人
に
１
人

が
糖
尿
病
や
そ
の
予
備
群
で
す
。

生
活
習
慣
や
肥
満
と
関
係
が
あ

り
、
日
本
の
糖
尿
病
患
者
の
約

95
％
が
こ
の
糖
尿
病
で
す
。

　
ま
た
、
高
血
糖
が
続
く
と
血
管
を

傷
つ
け
ま
す
。
大
き
な
太
い
血
管
で

は
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
小
さ
な

細
い
血
管
で
は
網
膜
症
や
腎
臓
病
、

神
経
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
次
の

生
活
習
慣
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
野
菜
を
多
く
摂
り
、
甘
い
も
の
や

脂
っこ
い
も
の
は
食
べ
過
ぎ
な
い

▽
薄
味
に
す
る

▽
よ
く
噛
ん
で
ゆっ
く
り
食
べ
る

▽
就
寝
２
時
間
前
ま
で
に
食
事
を
終

わ
ら
せ
る

▽
で
き
る
だ
け
階
段
を
使
う

　
自
分
の
血
糖
値
を
知
る
た
め
に
も
、

年
に
１
回
は
必

ず
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

冬至のカボチャ
　カボチャは体内でビタミンに
変わるカロテンをたっぷりと含
みます。また、現在多く出回っ
ている西洋カボチャは甘みも強
く、エネルギーを多く含みます。
　カボチャは体を温めて、体力
をつけるので、「冬至にカボチャ
を食べると風邪をひかない」と
言われています。
　野菜の少なくなるこの時期、
ビタミンＡとＣが粘膜の抵抗力
を高め、細菌感染を予防する効
果も発揮するカボチャを食べる
のは、先人の知恵だったので
しょう。

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

モ
ニ
タ
ー
募
集

　
基
地
行
事
や
部
隊
研
修
に
参
加
し
、

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
に
対
す
る
意
見

や
要
望
を
述
べ
た
り
、
基
地
モ
ニ
タ
ー

会
議
に
出
席
し
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

た
り
す
る
同
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
日
本
国
籍
で
、
市
内
に
居
住
し
、
自

衛
隊
や
防
衛
問
題
に
関
心
の
あ
る
人

▽
議
員
、
公
務
員
、
隊
員
家
族
、
自
衛

隊
О
Ｂ
、
協
力
団
体
役
員
で
な
い
人

定
員　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同
基

地
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
m

od.go.jp/asdf/kasuga/
index.htm

l

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
基
地
広
報

班

☎（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
線
：
２
４ 

２
１
）

F（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
線
：
５
９ 

０
７
）

そ
の
他

知
っ
て
い
ま
す
か

女
性
活
躍
推
進
法

　
女
性
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
て
、
職
業
生
活
で
活
躍
す
る
こ
と
を

推
進
し
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
の
変

化
に
対
応
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
推
進
に
関
す
る

法
律（
女
性
活
躍
推
進
法
）」が
成
立
し

ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
成
立
に
伴
い
、
３
０
１

人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
自

社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把
握
・
課
題

分
析
、
行
動
計
画
の
策
定
・
届
け
出
、

情
報
公
表
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す（
３
０
０
人
以
下
の
事
業
主
は
努
力

義
務
）。

　
自
分
の
勤
め
る
事
業
所
の
従
業
員
が

３
０
１
人
以
上
の
場
合
は
、
こ
の
行
動

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
、
策
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

内
容
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
行
動
計
画
策
定
指
針
な
ど
、
詳
し
く

は
厚
生
労
働
省
の「
女
性
活
躍
推
進
法

特
集
ペ
ー
ジ
」（http://w
w

w
.m

hlw
.

go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000091025.htm

l

）を
見

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
雇
用
均

等
室

☎（
４
１
１
）４
８
９
４

F（
４
１
１
）４
８
９
５

１
１
月
１
８
日
は

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」に

　
厚
生
労
働
省
は
、
毎
年
11
月
を「
過

重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
労
働
局
は
め
り
は
り
を

つ
け
た
働
き
方
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

「
今
日
は
定
時
で
帰
ろ
う
！
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
11
月
18
日
㈬
を
一
斉
ノ
ー
残

お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
か
す
が
11
月
１
日
号
23
ペ
ー
ジ
の

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」コ
ー
ナ
ー
の
中

で
、「
12
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
募
集
」と

記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は「
１
月

生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
募
集
」で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
情
報
公
開

広
報
担
当（
市
役
所
５
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

業
デ
ー
と
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。「
働
き
方
改
革
」の
第
一
歩
と
し
て
、

こ
の
機
会
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
同
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

）を
見
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課

☎（
４
１
１
）４
８
６
２

F（
４
７
５
）０
１
８
３

春
日
市
史

販
売
し
て
い
ま
す

　
春
日
の
歴
史
や
文
化
を
ま
と
め
た
春

日
市
史
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

種
類　
上
巻
、中
巻
、下
巻
、資
料
編

料
金　
各
巻
５
０
０
０
円（
税
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先　
情
報
政
策
課
情
報
公

開
広
報
担
当（
市
役
所
５
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

koho@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

平成28年4月開園予定の春日やよい保育園
　市が平成27年3月に策定した「春日市子ども・子育てす
くすくプラン」に基づき、保育の需要に対応するため、春
日やよい保育園が平成28年４月に開園する予定です。
　この園は、現在、認定こども園かすが愛育センターとし
て運営されているもので、同じ敷地内に新しい園舎を建築
中です。新園舎で保育が始まる平成28年度からは認可保
育所となり、定員も50人増の90人となる予定です。
　なお、市ではこの他にも、認可保育所の改築を計画して
おり、保育の受け皿の確保と保育の充実を図っていきます。
社会福祉法人愛育の森　春日やよい保育園
　異年齢の友達はきょうだい、保育士はお父さんお母さん
やおじいちゃんおばあちゃん役のような「大家族」の雰囲気
の中、子どもたちと共に大きくなってきたかすが愛育セン
ターは、「春日やよい保育園」に変わります。園舎や運営形
態が変わっても、保育に対する思いは変わりません。

　保護者同士が力を合わせ、地域と協力しながら、子ども
の幸せを願って保育を進めていきます。
　これまで同様、「心も体もたくましく」を目指し、隣接す
る体育館での体育指導、運動遊びにも力を入れます。また、
季節を体感できる園外へのお出掛け行事もたくさん取り入
れていきます。
　感性・想像力・表現力に重点を置き、これからも子ども
たちのワクワクドキドキを全力で支援します。
※平成28年度の市
内認可保育所利用
希望者は「平成28
年度保育所等入所
申込受付（今号9
ページ)」を見てく
ださい。

■こども未来課 保育担当

　☎（584）1111（代表） F（584）1115
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△春日やよい保育園完成予想図
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